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日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
を
し

て
活
動
し
始
め
て
も
う
6
年
位
経
ち
ま

す
が
、我
な
が
ら
良
く
こ
こ
ま
で
続
け
る

こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。こ
れ

も
国
際
交
流
協
会
の
方
や
他
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
様
、受
講
生
の
方
と
楽
し
く

で
き
て
い
る
事
を
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ

め
た
き
っ
か
け
は
２
つ
あ
り
ま
す
。１
つ

は
、日
本
に
働
き
に
来
て
い
る
外
国
の
方

が
帰
国
す
る
際
に
日
本
に
来
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
い
た
い

事
で
す
。妹
が
国
際
結
婚
を
し
て
お
り（
義
弟
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
方

で
す
）、私
も
マ
レ
ー
シ
ア
へ
行
き
、義
弟
の
親
族
の
結
婚
式
に
参

加
す
る
等
、貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。そ
こ
で
彼
ら
は
日
本

語
の
勉
強
が
と
て
も
難
し
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た（
義
弟
は
、来
日

し
て
か
ら
日
本
語
学
校
に
通
い
な
が
ら
日
本
語
を
習
得
し
て
い

ま
し
た
）。ま
た
、外
国

人
労
働
者
の
方
が
増
え

て
お
り
、そ
の
人
た
ち
が

少
し
で
も
日
本
に
対
し

て
良
い
印
象
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、仕
事
が

落
ち
着
い
て
時
間
が
空

い
て
何
か
色
々
な
人
と

交
流
が
で
き
な
い
か
と

思
い
始
め
た
と
こ
ろ
に

広
報
で
募
集
が
あ
っ
た
の
を
見
て「
こ
れ
か
な
」と
感
じ
ま
し
た
。

会
社
と
家
の
往
復
ば
か
り
で
し
た
の
で
自
分
の
考
え
方
や
視
点

を
見
直
す
た
め
に
も
色
々
な
人
と
交
流
す
る
の
は
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
初
め
て
参
加
し
た
と
き
は
、ど
の
よ
う
に
教
え

て
い
け
ば
よ
い
か
、正
し
い
日
本
語
が
教
え
ら
れ
る
か
非
常
に
不
安
で
し
た

が
、当
時
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
美
越
さ
ん
か
ら
色
々
と
教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
今
も
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。美
越
さ
ん
は
非
常
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
あ
り
、皆
を
引
っ
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。ま
た
、仕
事
に
対
し
て
の
考
え
方

も
教
え
て
く
だ
さ
り
、自
分
の
今
の
仕
事
の
心
構
え
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
て
か
ら
自
分
の
使
っ
て
き
た
日
本
語
が

正
し
い
の
か
確
認
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。受
講
生
の
方
は
検
定
試
験
に

合
格
し
た
い
、仕
事
で
会
話
や
内
容
を
理
解
し
た
い
等
、目
的
は
様
々
で
す
。

そ
の
質
問
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
為
、こ
ち
ら
も
勉
強
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
、日
本
語
の
奥
深
さ
を
再
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

今
は
新
リ
ー
ダ
ー
の
清
水
さ
ん
と
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
よ
り
良
い
運
営

を
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。今
後
も
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
員
と
し
て
頑

張
り
ま
す
。

私たちの
国際交流

日本語ボランティアをはじめて

鍜治ヶ一色　杉浦　渉

が国に在留する外国人数は、令和元年末現

在で約293万人（総人口の約2.33％）に達

し、日本で就労する外国人は、令和元年10月末現在

で約166万人となり、それぞれ過去最多を記録して

おります。とりわけ、私ども愛知県には、令和２年６月

末現在で、在留する外国人は、約28万人（総県民数

の３.66％）となり、東京都に次ぎ全国第2位の在留

外国人数の多い都道府県となっております。

　わが国の急激な少子高齢化社会が進むなかで、今

後も在留外国人の増加が、確実に見込まれておりま

す。外国人を日本社会の一

員として受け入れ、外国人を

地域から孤立させず、多文

化共生社会づくりの担い手

とするためには、コミュニケ

ーションツールである日本

語を習得できるようにするこ

とが極めて重要と考えてお

ります。地域で暮らす全ての

外国人が日本社会で生活し

ていく上で必要となる日本語能力を身に付け、教育・

就労・生活の場で、より円滑に意思疎通できる環境

を、地域を挙げて整備していくことが重要であります。

　今年度から、協会は、「生活者としての外国人」の日

本語学習機会の確保を図るなど地域における日本語

教育環境を強化する地域日本語教育推進事業を、文

化庁及び愛知県の強力なバックアップの下にスター

トさせます。

　この事業の推進にあたっては、市民参加とオープン

な運営を基本に、アイデア出しから企画・運営・実施

まで市民主導を徹底し、「市民が主役」の国際交流の

実現をめざしていきます。

　この事業は、「愛知県地域日本語教育推進補助

金」を財源として、実施することになりました。この補

助金は、文化庁所管全額国費で、県を通じて、協会が

直接受けることになりました。補助率は、2分の1以

内《県（全額国庫）2分の1、市（協会）2分の1》であり

ます。

　この補助金は、事務管理

費も対象となり、これまでの

協会が取り組んできた日本

語教室の運営事業は、ボラ

ンティアの費用弁償、テキス

ト代のみでしたので、日本語

学習支援が格段に充実する

ことになります。また、協会

の厳しい財務状況の改善に

大きく貢献できるものと確

信しております。

　地域日本語教育推進事業として、3つの事業を実

施いたします。

　まず、1つ目が、「子ども日本語教室」であります。
　外国籍市民の子女で、市内公立小中学校に通う児

童生徒を対象に、週1回、小中学校で開講いたしま

す。指導は、協会ボランティアが担当いたします。同時

に、多文化共生プログラムを行います。学習効果を高

めるため、地域文化理解を深め、日本語学習につなぐ

交流スタディツアーを実施いたします。

　2つ目が、「多文化子育てサロン事業」であります。
　未就園児を持つ外国籍市民との「ことばの交流」を

推進し、優しい日本語の理解促進と子育て世代交流

を図かります。

年20回、児童

館を運営する

ＮＰＯ法人に

委託して実施
いたします。多文化共生プログラムとして、交流会を

実施し、子育てサロンの「ことばの交流」の成果につ

なぎます。

　3つ目が、「社会人日本語教室」であります。
　外国籍市民を対象に、週１回、コミュニティセンタ

ーで開講いたします。指導は、協会ボランティアが担

当いたします。多文化共生プログラムとして、学習効

果を高めるため、地域文化理解を深め、日本語学習

につなぐ交流会を実施いたします。

　子ども日本語教室、社会人日本語教室は、すでに

協会で取り組んできた事業であります。これまでの実

績のもとに、さらに工夫して取り組みます。多文化子

育てサロン事業は、新規事業で、「ＮＰＯ法人次世代

健全育成サポートあひるっこ」とスクラムを組んで実

施します。

　これにより、外国人向け日本語教育支援が、未就

園児、小中学校児童・生徒、それ以外の世代と切れ目

なく対応できる体制が整ったことになります。

わ

を受け

のアップをめざしますのアップをめざします

生活者としての
外国籍市民の
地域日本語能力

文化庁の補助金
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協
会
は
多
く
の
人
と
交
流
し
世
界
に
繋
ぐ
夢

と
希
望
を
拡
げ
る
た
め
、国
際
交
流
の「
場
づ
く

り
」、国
際
交
流
の
担
い
手
と
な
る「
人
づ
く
り
」、

国
際
交
流
を
活
用
し
た「
地
域
づ
く
り
」、「
広
報

戦
略
拠
点
づ
く
り
」な
ど
、《
市
民
が
主
役
》と
な

る
草
の
根
交
流
を
推
進
し
、北
名
古
屋
の
国
際
交

流
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
協
会
を
め
ざ
す
。

　

特
に
、《
市
民
が
主
役
》と
な
る
広
報
を
め
ざ

し
て
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
開
設
し
た《
フ
ァ
ク
ト

ブ
ッ
ク（
北
名
古
屋
方
式
）》を
活
用
し
て「
地
域

の
こ
し
」「
地
域
づ
く
り
」「
地
域
み
が
き
」「
地
域

じ
ま
ん
」を
内
外
に
発
信
し
て
い
く
と
と
も
に
、

多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
に
つ
な
ぐ
外
国
籍
市

民
へ
の
地
域
日
本
語
教
育
支
援
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
く
。

・
第
１０
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
と
の
交
流
の
場
と
し
て
、

食
と
文
化
の
交
流
を
通
じ
て
、国
際
理
解
を
深
め

る
た
め
、市
民
手
づ
く
の
り
ア
イ
デ
ア
溢
れ
る
国

際
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

・
国
際
交
流
子
ど
も
芸
術
教
室

　

名
古
屋
芸
大
の
留
学
生
と
子
ど
も
た
ち
と
の
交

流
の
場
と
し
て
、芸
術
教
室
を
開
講
し
、国
際
理

解
を
深
め
、子
ど
も
た
ち
の
国
際
感
覚
を
育
て
る
。

・ 

草
の
根
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム（
派
遣
・
受
入
れ
）

　

北
名
古
屋
市
と
友
好
交
流
先
で
あ
る
韓
国
務

安
郡
、米
国
グ
ア
ム
準
州
、台
湾
台
北
市
大
同
区

な
ど
と
の「
市
民
が
主
役
」と
な
る
草
の
根
の
国

際
交
流
を
め
ざ
す
。東
ア
ジ
ア
で
の
日
本
を
取
り

巻
く
国
際
環
境
の
理
解
を
深
め
、地
域
づ
く
り
に

つ
な
い
で
い
く
。

・
外
国
語
講
座

　

一
般
市
民
を
対
象

に
、韓
国
語
１
コ
ー
ス
、

中
国
語
１
コ
ー
ス
、英

会
話
２
コ
ー
ス
の
３
か

国
語
４
コ
ー
ス
を
健
康

ド
ー
ム
で
開
講
す
る
。

・
北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

市
民
手
づ
く
り
で
推
進
す
る
国
際
交
流
を
ツ

ー
ル
と
し
た
北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
産
品
を

開
発
普
及
し
て
行
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、企
画
開

発
し
た「
北
名
古
屋
ブ
ラ
ン
ド
産
品
」を
イ
メ
ー

ジ
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
い
っ
ち
ゃ
ん
」を
活
用
し
て
、

啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
。

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）プ
ロ
グ
ラ
ム

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、２
０
１
５
年
に
国
連
で
採
択
さ

れ
た
、２
０
３
０
年
ま
で
に
達
成
を
め
ざ
す
、貧

困
や
気
候
変
動
な
ど
地
球
社
会
の
課
題
解
決
に

向
け
た
国
際
社
会
の
共
通
目
標
。地
域
で
の

S
D
G
s
へ
の
取
り
組
み
を
啓
発
・
普
及
す
る
と

と
も
に
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
を
地
域
づ
く
り
に
つ
な

い
で
い
く
。

・
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

市
民
と
外
国
籍
市
民
と
の
多
文
化
共
生
社
会

づ
く
り
に
つ
な
ぐ
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
地
域
日
本

語
推
進
事
業
と
し
て
実
施
す
る
。

・
国
際
理
解
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
一
般
市
民
を
対
象
に
、国
際
理
解
を
深
め
る
た

め
、《
世
界
を
識
る
シ
リ
ー
ズ
》、《
国
際
交
流
を
活

用
し
た
地
域
づ
く
り
シ
リ
ー
ズ
》な
ど
の
講
演
会

や
映
画
鑑
賞
会
な
ど
を
実
施
す
る
。

・
広
報
戦
略
事
業（
北
名
古
屋
方
式
）の
拠
点
づ

く
り

　

北
名
古
屋
広
報
戦
略
プ
ラ
ン（
外
国
人
向
け
）を

実
現
し
て
い
く
担
い
手
は
市
民
で
、《
市
民
が
主
役
》

と
な
る
広
報
の
拠
点
づ
く
り
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

を
協
会
に
整
備
す
る
。

・
フ
ァ
ク
ト
ブ
ッ
ク（
北
名
古
屋
方
式
）の
活
用

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
開
設
し
た《
フ
ァ
ク
ト
ブ
ッ

ク
》を
活
用
し
て
、「
地
域
の
こ
し
」「
地
域
づ
く

り
」「
地
域
み
が
き
」「
地
域
じ
ま
ん
」を
内
外
に
発

信
し
て
い
く
。ま
た
、協
会
の
活
動
や
催
事
の
紹

介
、各
種
講
座
の
案
内
、会
員
募
集
、市
民
の
草
の

根
の
国
際
交
流
活
動
等
を
紹
介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
し
て
も
活
用
す
る
。

・
外
国
語
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

外
国
人
や
外
国
籍
市
民
が
来
訪
す
る
市
役
所
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、

案
内
窓
口
な
ど
に
７
４
か
国
語
通
訳
翻
訳
機
能
機

器
ポ
ケ
ト
―
ク
を
配
置
し
、外
国
語
支
援
す
る
。

・
外
国
人
生
活
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

地
域
で
暮
ら
す
外
国
人
や
外
国
籍
市
民
が
文

化
・
習
慣
・
言
語
な
ど
の
違
い
か
ら
抱
え
て
い
る
問

題
を
と
も
に
考
え
、問
題
解
決
に
導
く
た
め
に
支

援
す
る
。外
国
人
や
外
国
籍
市
民
を
一
般
市
民
と

す
る
生
活
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
体
制
の

構
築
を
め
ざ
す
。

・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、協
会

活
動
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
広
報
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、

幅
広
い
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
め
ざ
す
。　

・
会
報
発
行

  

協
会
の
活
動
や
催
事
の
紹
介
、各
種
講
座
の
案

内
、会
員
募
集
、市
民
の
草
の
根
の
国
際
交
流
活

動
等
を
紹
介
す
る
会
報
を
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の《
フ
ァ
ク
ト
ブ
ッ
ク
》上
で
年
３
回
発
行
す
る
。

　

協
会
は
、多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

て
、「
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人
」の
日
本
語
学
習

機
会
の
確
保
を
図
る
な
ど
地
域
に
お
け
る
日
本

語
教
育
環
境
を
強
化
す
る
。

　

な
お
、こ
の
事
業
は
愛
知
県
地
域
日
本
語
推
進

補
助
金（
文
化
庁
所
管
補
助
金
）を
財
源
と
し
て

実
施
す
る
。

・
子
ど
も
日
本
語
教
室

　

外
国
籍
市
民
の
子
女
で
、市
内
公
立
小
中
学
校

に
通
う
児
童
生
徒
を
対
象
に
、週
１
回
、小
中
学

校
で
開
講
す
る
。

・
多
文
化
子
育
て
サ
ロ
ン
事
業

　

未
就
園
児
を
持
つ
外
国
籍
市
民
と
の「
こ
と
ば

の
交
流
」を
推
進
し
、優
し
い
日
本
語
の
理
解
促

進
と
子
育
て
世
代
交
流
を
図
か
る
。

・
社
会
人
日
本
語
教
室

　

外
国
籍
市
民
を
対
象
に
、週
１
回
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
講
す
る
。

・
多
文
化
共
生
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

地
域
日
本
語
学
習
の
効
果
を
高
め
る
た
め
、地

域
文
化
理
解
を
深
め
、日
本
語
学
習
に
つ
な
ぐ
多

文
化
共
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
１
年
で
あ
り
、２
回
に
わ
た
る
緊

急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
な
か
に
あ
っ
た
が
、

対
面
の
交
流
事
業
は
、見
合
わ
せ
た
が
、オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
手
法
を
導
入
す
る
な
ど
当
初
計
画
し
た

２１
事
業
の
う
ち
１６
事
業
を
実
施
し
た
。

・
国
際
フ
ェ
ア

・
社
会
人
日
本
語
教
室　
・
子
ど
も
日
本
語
教

室　
・
外
国
語
講
座　
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム　
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数

・
S
D
G
s（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）プ
ロ
グ

ラ
ム　
・
国
際
理
解
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
広
報
戦
略
事
業（
北
名
古
屋
方
式
）の
拠
点
づ

く
り　
・
北
名
古
屋
広
報
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
北
名
古
屋
方
式
）　
・
外
国
語
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム 

・
外
国
人
生
活
情
報
サ
ー
ビ
ス　
・
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク

令
和
3
年
度
の
重
点
事
業

令
和
３
年
度
事
業

◆
国
際
交
流
の
場
づ
く
り

令
和
3
年
度
事
業
計
画

◆
国
際
交
流
の
担
い
手
と
な
る
人
づ
く
り

◆
国
際
交
流
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

◆
国
際
交
流
を
活
用
し
た
広
報
戦
略
拠
点
づ
く
り

令
和
３
年
度
地
域
日
本
語

教
育
推
進
事
業
（
特
定
財
源
）

◆
事
業
方
針

◆
事
業
計
画

◆
国
際
交
流
の
場
づ
く
り

令
和
2
年
度
事
業
報
告

◆
国
際
交
流
の
担
い
手
と
な
る
人
づ
く
り

◆
国
際
交
流
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

◆
国
際
交
流
を
活
用
し
た
広
報
戦
略
拠
点
づ
く
り

単位：円　　　　　　　　　　　
収入の部 
負担金（会費等） 　　　　　　610,000
補助金　　　　 　　　 　９,406,000
諸収入 　　　　　　　　　　　961,000
繰越金 　　　　　　　　　　　740,000
　　　　　　　 計　　　　　　　11,717,000
支出の部 
事務費 　　　　　　　 　　　8,216,000
（報償費・職員手当等・共済費・賃金・旅費・交際費・需用費・備品購入費・繰出金）
事業費 　　　　　　　　　 3,461,000
（報償費・旅費・需用費・役務費・委託料・負担金補助金等）
予備費 　　　　　　　　 　 　40,000
　　　　　　　 計　　　　 11,717,000
詳しくは協会までお問い合わせください

令和3年度 収支予算書

単位：円　　　　　　　　　　　
収入の部 
補助金交付金　　　        　 　2,608,000
諸収入    　                             317,000
（利子・受講料等・雑入)　　　　　
繰入金 　　　　　　　　　   2,826,000
　　　　　　　 計　　　　　     5,751,000
支出の部 
補助対象事業費  　 　　　5,217,000
（報償費・職員手当等・共済費・賃金・旅費・需用費・役務費・委託料）
補助対象外事業費　　　　　　    534,000
（報償費・職員手当等・共済費・賃金・需用費）
　　　　　　　 計　　　　 5,751,000
詳しくは協会までお問い合わせください

令和3年度 地域日本語教育
推進事業収支予算書

単位：円　　　　　　　　　　　
収入の部 
負担金（会費等） 　　　　　　501,000
補助金・助成金　　　　　　 　 8,870,000
諸収入 　　　　　　　　　　　916,114
繰越金 　　　　　　　　　　　363,637
　　　　　　　 計　　　　　　　10,650,751
支出の部 
事務費 　　　　　　　 　　　7,721,338
（報償費・職員手当等・共済費・賃金・旅費・交際費・需用費・備品購入費等）
事業費 　　　　　　　　　 2,188,711
（報償費・旅費・需用費・役務費・委託料・負担金補助金等）
予備費 　　　　　　　　 　 　　　　0
　　　　　　　 計　　　　 9,910,049
詳しくは協会までお問い合わせください

令和2年度 決算報告 令
和
２
年
度
事
業
報
告


